
 

 

12 月某日、知多半島総合医療センターにおいて親子インターンシップを開催しました。 

初めての試みでしたが、知多半島に住む中学生以上のお子さんとお母さん含め多くの方々に参加頂きました。プログラム

のねらいとしては、①医療現場の認知、②看護職への理解、③半田常滑看護専門学校の周知です。 

 OP 室や ICU 等の病院見学から始まり、働く職員の姿や多くの器機を間近で見て頂きました。その後は、採血・点滴

ルート・BLS・シャボンラッピング・車椅子移動・手術着・ユニフォーム試着等体験ブースを親子や友達同士で回ります。 

 体験した学生さんからは、「すべてが新鮮でとても印象に残った!」、「より看護師に興味が深まりました!」。保護者の

方からは、「看護体験や看護師から直接話が聞けて、よりリアルに将来像を考える機会になりました」等、貴重な意見を

たくさん頂き皆様の満足度も 80％越えで大盛況に終わりました。 

 次回は春休み開催を計画し、今後の職業選択に繋がり知多半島の医療を支える力に繋がることを期待しています。 

 さあ明日からも働く職員と、地域の皆様の最適な生活（well-being）の実現を目指します! 

 


